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平成２１年第１回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

（平成２１年３月９日）第１号

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

◎議事日程

第１ 開 会

第２ 会議録署名議員の指名

第３ 会期の決定

第４ 諸 報 告

─────────────────

（本定例会に提出された事件）

第５ 議案第１号 平成２１年度三沢市一

般会計予算

第６ 議案第２号 平成２１年度三沢市国

民健康保険特別会計予算

第７ 議案第３号 平成２１年度三沢市食

肉処理センター特別会計予算

第８ 議案第４号 平成２１年度三沢市土

地区画整理事業特別会計予算

第９ 議案第５号 平成２１年度三沢市老

人保健特別会計予算

第10 議案第６号 平成２１年度三沢市農

業集落排水事業特別会計予算

第11 議案第７号 平成２１年度三沢市下

水道事業特別会計予算

第12 議案第８号 平成２１年度三沢市介

護保険特別会計予算

第13 議案第９号 平成２１年度三沢市後

期高齢者医療特別会計予算

第14 議案第10号 平成２１年度三沢市水

道事業会計予算

第15 議案第11号 平成２１年度三沢市立

三沢病院事業会計予算

第16 議案第12号 平成２０年度三沢市一

般会計補正予算（第４号）

第17 議案第13号 平成２０年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第２号）

第18 議案第14号 平成２０年度三沢市老

人保健特別会計補正予算（第１

号）

第19 議案第15号 平成２０年度三沢市農

業集落排水事業特別会計補正予

算（第２号）

第20 議案第16号 平成２０年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

２号）

第21 議案第17号 平成２０年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第３

号）

第22 議案第18号 平成２０年度三沢市後

期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）

第23 議案第19号 平成２０年度三沢市水

道事業会計補正予算（第３号）

第24 議案第20号 平成２０年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第

２号）

第25 議案第21号 三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例及び三沢市

教育委員会教育長の給与、勤務

時間等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

第26 議案第22号 職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例の制定

について

第27 議案第23号 職員の給与の特例に関

する条例の一部を改正する条例

の制定について

第28 議案第24号 職員の特殊勤務手当に

関する条例の一部を改正する条

例の制定について
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第29 議案第25号 三沢市社会福祉セン

ター設置条例の一部を改正する

条例の制定について

第30 議案第26号 三沢市ひとり親家庭等

医療費給付条例の一部を改正す

る条例の制定について

第31 議案第27号 三沢市重度心身障害者

医療費助成条例の一部を改正す

る条例の制定について

第32 議案第28号 三沢市介護保険条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第33 議案第29号 三沢市介護保険料軽減

対策基金条例の制定について

第34 議案第30号 地方卸売市場三沢市魚

市場条例の一部を改正する条例

の制定について

第35 議案第31号 三沢市道路占用料徴収

条例の一部を改正する条例の制

定について

第36 議案第32号 三沢市都市公園条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第37 議案第33号 三沢市立三沢病院使用

料及び手数料徴収条例の一部を

改正する条例の制定について

第38 議案第34号 配水管漏水事故に係る

損害賠償の額の決定について

第39 議案第35号 青森県新産業都市建設

事業団に委託すべき事業に関す

る計画の一部変更について

第40 議案第36号 市道の路線の廃止につ

いて

第41 議案第37号 市道の路線の認定につ

いて

─────────────────

第42 提案理由の説明

─────────────────

第43 議案の説明（省略）

─────────────────

第44 総括質疑

─────────────────

第45 特別委員会の設置及び議案の付託

─────────────────

第46 特別委員会委員の選任

─────────────────

第47 議員提出議案第１号 三沢市議会委

員会条例の一部を改正する条例

の制定について

─────────────────

日程第47の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論

４．採決

─────────────────

第48 請願第１号 上久保小学校周辺の道

路拡幅整備に関する意見書提出

を求める請願

─────────────────

◎本日の会議に付した事件

第１ 開 会

第２ 会議録署名議員の指名

第３ 会期の決定

第４ 諸 報 告

─────────────────

（本定例会に提出された事件）

第５ 議案第１号 平成２１年度三沢市一

般会計予算

第６ 議案第２号 平成２１年度三沢市国

民健康保険特別会計予算

第７ 議案第３号 平成２１年度三沢市食

肉処理センター特別会計予算

第８ 議案第４号 平成２１年度三沢市土

地区画整理事業特別会計予算

第９ 議案第５号 平成２１年度三沢市老

人保健特別会計予算

第10 議案第６号 平成２１年度三沢市農

業集落排水事業特別会計予算

第11 議案第７号 平成２１年度三沢市下

水道事業特別会計予算

第12 議案第８号 平成２１年度三沢市介

護保険特別会計予算

第13 議案第９号 平成２１年度三沢市後
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期高齢者医療特別会計予算

第14 議案第10号 平成２１年度三沢市水

道事業会計予算

第15 議案第11号 平成２１年度三沢市立

三沢病院事業会計予算

第16 議案第12号 平成２０年度三沢市一

般会計補正予算（第４号）

第17 議案第13号 平成２０年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第２号）

第18 議案第14号 平成２０年度三沢市老

人保健特別会計補正予算（第１

号）

第19 議案第15号 平成２０年度三沢市農

業集落排水事業特別会計補正予

算（第２号）

第20 議案第16号 平成２０年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

２号）

第21 議案第17号 平成２０年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第３

号）

第22 議案第18号 平成２０年度三沢市後

期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）

第23 議案第19号 平成２０年度三沢市水

道事業会計補正予算（第３号）

第24 議案第20号 平成２０年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第

２号）

第25 議案第21号 三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例及び三沢市

教育委員会教育長の給与、勤務

時間等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

第26 議案第22号 職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例の制定

について

第27 議案第23号 職員の給与の特例に関

する条例の一部を改正する条例

の制定について

第28 議案第24号 職員の特殊勤務手当に

関する条例の一部を改正する条

例の制定について

第29 議案第25号 三沢市社会福祉セン

ター設置条例の一部を改正する

条例の制定について

第30 議案第26号 三沢市ひとり親家庭等

医療費給付条例の一部を改正す

る条例の制定について

第31 議案第27号 三沢市重度心身障害者

医療費助成条例の一部を改正す

る条例の制定について

第32 議案第28号 三沢市介護保険条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第33 議案第29号 三沢市介護保険料軽減

対策基金条例の制定について

第34 議案第30号 地方卸売市場三沢市魚

市場条例の一部を改正する条例

の制定について

第35 議案第31号 三沢市道路占用料徴収

条例の一部を改正する条例の制

定について

第36 議案第32号 三沢市都市公園条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第37 議案第33号 三沢市立三沢病院使用

料及び手数料徴収条例の一部を

改正する条例の制定について

第38 議案第34号 配水管漏水事故に係る

損害賠償の額の決定について

第39 議案第35号 青森県新産業都市建設

事業団に委託すべき事業に関す

る計画の一部変更について

第40 議案第36号 市道の路線の廃止につ

いて

第41 議案第37号 市道の路線の認定につ

いて

─────────────────

第42 提案理由の説明

─────────────────

第43 議案の説明（省略）

─────────────────
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第44 総括質疑

─────────────────

第45 特別委員会の設置及び議案の付託

─────────────────

第46 特別委員会委員の選任

─────────────────

第47 議員提出議案第１号 三沢市議会委

員会条例の一部を改正する条例

の制定について

─────────────────

日程第47の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論

４．採決

─────────────────

第48 請願第１号 上久保小学校周辺の道

路拡幅整備に関する意見書提出

を求める請願

─────────────────

（２０名）◎出席議員

議長 １番 馬 場 騎 一 君

副議長 １７番 山 本 弥 一 君

２番 瀬 崎 雅 弘 君

３番 奥 本 菜保巳 君

４番 加 澤 明 君

５番 鈴 木 重 正 君

６番 藤 田 光 彦 君

７番 天 間 勝 則 君

８番 太 田 博 之 君

９番 附 田 一 君

１０番 堀 光 雄 君

１１番 春 日 洋 子 君

１２番 野 坂 篤 司 君

１３番 西 村 盛 男 君

１４番 小比類巻 正 規 君

１５番 小比類巻 雅 彦 君

１６番 舩 見 亮 悦 君

１８番 堤 喜一郎 君

１９番 小比類巻 種 松 君

２０番 森 三 郎 君

─────────────────

（０名）◎欠席議員

─────────────────

（２７名）◎説明のため出席した者

市 長 種 市 一 正 君

副 市 長 大 塚 和 則 君

政策推進部長 澤 口 正 義 君

総 務 部 長 糸 井 健 二 君

企画財政部長 中 村 純 孝 君

民 生 部 長 宮 崎 倫 子 君

健康福祉部長 米 田 光一郎 君

経 済 部 長 桑 嶋 豊 士 君

建 設 部 長 吉 田 幸 男 君

上下水道部長 月 館 孝 君

政策推進部参事 伊 藤 幸 治 君

政策推進部参事
野々宮 忠 良 君

兼政策調整課長

政策推進部参事
今 村 哲 也 君

兼 秘 書 課 長

総 務 課 長 繋 範 雄 君

企画財政部参事
佐々木 卓 也 君

兼 財 政 課 長

国保年金課長 工 藤 治 君

健康福祉部参事
小笠原 雅 義 君

兼介護福祉課長

三沢病院事務局長 大 澤 裕 彦 君

三沢病院事務局参事
和 泉 英 世 君

兼 管 理 課 長

農政水産課長 中野渡 進 君

アメリカ村推進課長 向 井 忠 晴 君

下 水 道 課 長 小 泉 眞 章 君

消 防 長 小比類巻 正 雄 君

教 育 委 員 長 熊 野 稔 君

教 育 長 横 岡 勝 栄 君

教 育 次 長 宮 古 直 志 君

監 査 委 員 佐 治 孝 君

─────────────────

◎職務のため出席した職員

事 務 局 長 川 代 一 男 君

次 長 村 井 拓 司 君

庶 務 係 長 河 村 健 康 君

主 査 織 笠 信 吾 君

主 事 鳴 海 拓 君

─────────────────
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◎会議録署名議員

６番 藤 田 光 彦 君

１５番 小比類巻 雅 彦 君

─────────────────

別 紙

◎予算審査特別委員会委員一覧表

議席番号 職 名 氏 名

１８番 委 員 長 堤 喜一郎

１４番 副委員長 小比類巻 正 規

２番 委 員 瀬 崎 雅 弘

３番 委 員 奥 本 菜保巳

４番 委 員 加 澤 明

５番 委 員 鈴 木 重 正

６番 委 員 藤 田 光 彦

７番 委 員 天 間 勝 則

８番 委 員 太 田 博 之

９番 委 員 附 田 一

１０番 委 員 堀 光 雄

１１番 委 員 春 日 洋 子

１２番 委 員 野 坂 篤 司

１３番 委 員 西 村 盛 男

１５番 委 員 小比類巻 雅 彦

１６番 委 員 舩 見 亮 悦

１９番 委 員 小比類巻 種 松

２０番 委 員 森 三 郎

◎補正予算審査特別委員会委員一覧表

議席番号 職 名 氏 名

１０番 委 員 長 堀 光 雄

１２番 副委員長 野 坂 篤 司

３番 委 員 奥 本 菜保巳

５番 委 員 鈴 木 重 正

７番 委 員 天 間 勝 則

１１番 委 員 春 日 洋 子

１３番 委 員 西 村 盛 男

１５番 委 員 小比類巻 雅 彦

２０番 委 員 森 三 郎

◎条例等審査特別委員会委員一覧表

議席番号 職 名 氏 名

１９番 委 員 長 小比類巻 種 松

１６番 副委員長 舩 見 亮 悦

２番 委 員 瀬 崎 雅 弘

４番 委 員 加 澤 明

６番 委 員 藤 田 光 彦

８番 委 員 太 田 博 之

９番 委 員 附 田 一

１４番 委 員 小比類巻 正 規

１８番 委 員 堤 喜一郎
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午前１０時００分 開会

─────────────────

◎日程第１ 開 会

出席議員は定足数に○議長（馬場騎一君）

達しておりますので、会議は成立しました。

これより、去る２月２６日告示招集されま

した平成２１年三沢市議会第１回定例会を開

会いたします。

それでは、直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に差し上げておりま

す議事日程第１号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第２ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会議録署○議長（馬場騎一君）

名議員の指名を行います。

会議録署名議員には、６番藤田光彦議員、

１５番小比類巻雅彦議員の両氏を指名しま

す。

─────────────────

◎日程第３ 会期の決定

日程第３ 会期の決○議長（馬場騎一君）

定を行います。

お諮りします。

今定例会の会期は、会期日程表案のとお

り、本日から３月１９日までの１１日間とし

たいと思います。これに御異議ありません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、会期は、本日から３月１９日まで

の１１日間と決定しました。

─────────────────

◎日程第４ 諸報告

日程第４ 諸報告○議長（馬場騎一君）

は、印刷してお手元に配付したとおりです。

御了承願います。

─────────────────

◎日程第 ５ 議案第 １号から

日程第４１ 議案第３７号まで

日程第５ 議案第１○議長（馬場騎一君）

号から日程第４１ 議案第３７号までの全議

案を一括上程します。

─────────────────

◎日程第４２ 提案理由の説明

日程第４２ 提案理○議長（馬場騎一君）

由の説明を願います。

市長。

おはようございま○市長（種市一正君）

す。

本日ここに、平成２１年三沢市議会第１回

定例会が開催され、平成２１年度当初予算を

はじめとする各議案の御審議をお願いするに

当たり、私の市政運営に関する基本姿勢と、

その所信を明らかにし、議員各位の御理解と

御協力をお願い申し上げるとともに、提出い

たしました議案の概要を御説明申し上げ、御

審議の参考としていただきたく存じます。

さて、既に御承知のとおり、我が国の経済

情勢は、アメリカのサブプライムローン問題

に端を発した世界的な金融資本市場の混乱に

より、景気の下降局面が長期化し、深刻化す

ることが懸念されており、輸出産業等を中心

に大幅な減収や大規模な人員削減などさまざ

まな影響が出ております。

また、都市間における格差は一向に改善の

兆しが見えない現状にあり、税収の確保も一

段と厳しさを増すことが予想されておりま

す。

このような情勢のもとで、昨年新たに「人

とまち みんなで創る 国際文化都市」を基

本理念とする三沢市総合振興計画がスタート

したわけでありますが、市民一人一人の個人

の尊重と住民自治を基調に、それぞれが持つ

豊かで多様な知識と経験を生かしたまちづく

りを推進することで、温もりのある地域社会

と多様な文化を築き、真に市民が主体となっ

た「みんなで創る」にぎわいのある三沢市、

また、豊かな自然に恵まれた郷土の風景を大

切にし、心豊かで国際性に富んだ人材を育て

るまち、愛着と誇りを持って次代へ引き継い

でいける持続可能なまちを目指して、その実

現に向けまして、市民とともに歩む市民本位

のまちづくりに全力を挙げて取り組んでまい
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りたいと、このように考えておるところであ

ります。

昨年は、議員各位はもとより、市民の皆様

とともに市制施行５０周年を祝い、記念式典

や各種行事等におきましても、実に多くの市

民の皆様の御参加と御協力を賜りました。

そして本年が、また新たなスタートの年と

なるわけであります。

どうか、議員各位並びに市民の皆様方にお

かれましては、より一層の御理解と御協力を

賜りますように、ここに切にお願い申し上げ

る次第であります。

それでは、議案第１号平成２１年度三沢市

一般会計予算について、その概要を御説明申

し上げます。

さきに申し上げたとおり、現下の我が国経

済は、１００年に一度と言われる世界的な金

融危機による景気悪化により、外需面に加え

国内需要も停滞し、景気は下降局面にあり、

雇用情勢が急速に悪化するとともに、企業の

資金繰りもまた厳しい状況となっておりま

す。

このような中、平成２１年度の予算編成に

当たりましては、国は、経済財政改革の基本

方針２００８おいて、真に必要なニーズにこ

たえるための財源の重点配分を行いつつ、歳

出全般にわたり、これまで行ってきた歳出改

革の努力を決して緩めることなく、国・地方

を通じまして、引き続き基本方針２００６等

にのっとり、行政支出全般を徹底して見直す

ことにより、行政支出の抑制につなげること

といたしております。

一方、当市の財政状況は、これまで取り組

んできた行財政改革などにより、平成２０年

度末基金残高においては、前年度末残高を維

持できる見込みとなっておりますが、今後に

おきましても、景気悪化による、いわゆる税

収の減収が見込まれるなど、先々の見通しが

極めて不透明となっておりまして、依然とし

て厳しい財政環境に置かれているところであ

ります。

このようなことから、これまで実施してき

ました行政改革路線の継続や、公共サービス

の役割分担の見直しなど、行政が担うべき分

野において鋭意検討を重ね、事務事業の選択

と集中を図りながら、市民との協働によるま

ちづくりを一層推進し、将来世代への持続可

能な財政構造の確立を目指すとともに、重要

施策を集中的に推進するなど、より効率的か

つ効果的な行政運営の強化を図ってまいりた

いと、このように考えております。

したがいまして、平成２１年度の予算編成

におきましては、健全財政を維持するため

に、引き続き平成２０年度から５年間の目標

値を定めた、いわゆる三沢市財政改革プラン

に基づき、これまで全庁を挙げて取り組んで

きた収支均衡策や行政評価の検討結果などを

反映させるとともに、新たに進めております

三沢市総合振興計画の基本理念であります

「人とまち みんなで創る 国際文化都市」

建設のために、まちづくりの基本方針である

「健康で助け合うまちづくり」、「環境と共

生し安心できるまちづくり」、「豊かな心と

体を育むまちづくり」、「働き暮らせるまち

づくり」、「生活に便利なまちづくり」、

「健全で開かれたまちづくり」の六つの都市

像の実現を目指し、市政発展上重要な施策及

び事業を推進するための予算編成をしたとこ

ろであります。

また、補助事業については、国、県に対す

る概算要求額を計上したほか、単独事業につ

いても、市民生活や景気対策を考慮しなが

ら、活力のある産業の育成などを推進するた

め、必要な投資的経費の確保及び住民福祉の

向上に最大限の努力をいたしました。

その結果、平成２１度三沢市一般会計当初

予算は、歳入歳出ともに１８３億１,７００

万円となり、これは、前年度当初予算と比較

いたしますと２億２,５００万円、１.２％減

の重点配分型予算となったところでありま

す。

それでは、平成２１度における主要施策に

対する予算措置の主なるものについて御説明

を申し上げます。
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第１に、「健康で助け合うまちづくり」に

ついてであります。

核家族化が進み、少子高齢化が急速に進行

する中、高齢者や身体に障害のある方などが

生き生きと社会参加できるまち、地域社会で

支え合い、そして、安心して子供を生み育て

ることができる、このような人を大切にする

施策が求められているところであります。

このため、自立支援給付扶助費などを引き

続き継続するとともに、妊婦委託健康診査の

無料診査回数を年５回から１４回に拡充する

ほか、若い父母が安心して就業できるよう朝

夕、そして延長保育などのニーズにこたえる

とともに、児童の安全と健全な養育を確保す

るための児童館の指定管理料など、児童保育

事業や各種扶助費等に所要の予算を措置いた

しました。

また、病気の予防対策を推進し、より質の

高い医療サービスを提供するために、地域医

療と福祉施設が連携した包括的な健康管理を

推進するとともに、救急医療対策事業とし

て、在宅当番医制事業や健康増進対策費など

に所要の予算を措置いたしました。

第２に、「環境と共生し安心できるまちづ

くり」についてであります。

地球温暖化による異常気象など、環境問題

は世界的にも大きな関心事となってきており

ます。食品スーパーなどにおける買い物袋の

持参や資源リサイクルなど、市民の皆様の意

識の高まりはそれを物語るものであり、市と

いたしましても、環境の美化あるいは保全な

どに積極的に取り組むべく、新たにふるさと

雇用再生特別交付金事業として資源リサイク

ル推進費、及び緊急雇用創出事業として環境

美化推進費を予算措置をするとともに、三沢

市環境基本計画に基づき、市民の快適な生活

環境を守るためのじんかい処理費など、引き

続き所要の予算を措置いたしました。

また、地震や津波などの緊急事態におい

て、市民の生命・財産の安全確保を図るた

め、新たに全国瞬時警報システムを整備すべ

く、所要の予算措置をいたしました。

第３に、「豊かな心と体を育むまちづく

り」であります。

市では、これまで、米国ワシントン州ウェ

ナッチ市及び東ウェナッチ市との姉妹都市交

流に積極的に取り組んでまいりましたが、も

とより米軍三沢基地内の米国人家族等との市

民交流は、戦後６０年を超える実績があり、

市内に居住する５人に１人がまさに米国人で

あるという環境は、他市にない当市の特色で

あり、これまで各種イベントなどを通して相

互の理解を深めてまいりました。

平成１６年には、南山に三沢市国際交流教

育センターをオープンする一方、青森県に対

しては、県立による高等教育機関の設置を要

望してまいりましたが、厳しい財政事情のも

と、その必要性は認めるというものの、実現

には至っていない現状であります。

昨年、有識者による国際教養教育推進研究

会を立ち上げ、三沢市国際交流教育センター

の有効活用と、国際社会に適応できる人材育

成等について御検討をいただいたところ、米

国人が多く居住する当市の特色を生かした、

人材育成のための新たな市立の専門学校の設

置について答申を得たことから、これまでの

国際交流及び国際化事業に加え、専門学校設

置の可能性を検討するため、所要の予算を措

置いたしました。

また、小中学校教育においては、児童・生

徒が安全に、そして安心して学業に取り組む

ことができるよう、学校校舎の耐震診断を実

施するための予算を措置いたしました。これ

によりまして、耐震化が必要な小中学校の診

断を完了させ、平成２２年度から緊急性に応

じ、順次、設計及び工事に取りかかることと

いたしております。

また、子供たちの個人の能力を最大限に発

揮できるよう特別支援教育支援員を小中学校

９校に１３名配置するとともに、英語教育等

を通じて豊かな人間性をはぐくみ、多様なコ

ミュニケーションができる人材の育成を図る

ため、所要の予算を措置したほか、市民の皆

様や児童・生徒がすぐれた芸術文化に触れる
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文化活動事業やスポーツの振興等に、引き続

き所要の予算を措置いたしました。

第４は、「働き暮らせるまちづくり」につ

いてであります。

市民の皆様が幸せで充実した暮らしを営む

ことができる、そのためには、地域経済を支

える産業の振興と雇用の確保が最も重要であ

ります。当市の基幹産業であります農業、漁

業はもとより、新たな産業創出への支援や地

場産業の競争力強化など、低迷する景気の中

で、地域経済の活路を新たに開いていく必要

があります。

まず、農業及び漁業では、水田の保全を図

る意味からも、新たに、ふるさと雇用再生特

別交付金を活用し、生産団体との連携により

まして、休耕田など不耕作地の利活用促進を

図るため、所要の予算を措置するとともに、

当市の農産物や海産物など、特産品の消費拡

大や、そしてまた、地産地消とともに、食育

推進の観点から、あわせて検討しておりまし

た学校給食センターの機能をあわせ持った農

産物加工施設設置事業において、引き続き所

要の予算を措置いたしました。

また、商工業では、中小企業対策資金を一

部拡充し、運転資金の支援と雇用の確保に資

するとともに、企業誘致を積極的に推進する

ための所要の予算を措置いたしました。

第５は、「生活に便利なまちづくり」につ

いてであります。

快適で安全な道路の整備と地域公共交通の

維持などによりまして、市民の皆様一人一人

の生活習慣に合った交通手段を利用しやすい

環境に整えるとともに、上下水道やケーブル

テレビの整備など、便利で住みよい都市基盤

の整備を図るため、それぞれ所要の予算を措

置いたしたところであります。

また、地域社会情勢の変化及び交通需要に

合わせた都市計画マスタープランの見直しを

行うとともに、まちづくりの各種整備につき

ましては、効率性の観点はもとより、経済効

果が発揮されるよう、優先度の高い事業を中

心に所要の予算を措置いたしました。

さらに、魅力ある住宅地の確保に向けた南

ニュータウンにつきましても、本年の秋ごろ

からの分譲開始により、定住化の促進に努め

てまいりたいと考えております。

第６は、「健全で開かれたまちづくり」に

ついてであります。

近年の少子高齢化や生活様式の変化などに

より、従来から地域の自治を担っていただい

ている町内会をはじめとする地域コミュニ

ティーの形態は急速に変化し、その活動の維

持が課題となっております。このため、来年

度、新たにまちづくり推進委員会を設置する

とともに、市連合町内会活動費補助金や花と

緑の会活動費補助金などに、引き続き所要の

予算を措置し、市民皆様との協働による、三

沢市にふさわしいまちづくりを目指してまい

りたいと思います。

次に、歳入の主なるものについて御説明申

し上げます。

まず、市税については、景気の悪化等に伴

う個人市民税及び法人市民税の減などにより

まして、前年度に比較し５.５％の減となり

ました。

地方譲与税及び地方消費税交付金等につき

ましては、国の地方財政計画等を勘案し計上

したところであります。

また、国有提供施設等所在市町村助成交付

金につきましては、前年度の交付実績によ

り、前年度比１.８％の増。

地方交付税につきましては、前年度交付実

績及び地方財政計画を勘案し、前年度比２.

７％の増といたしました。

使用料及び手数料につきましては、指定管

理者制度に利用料金制を導入したことから、

前年度比２３.６％の減。

国庫支出金については、長ごぼう冷蔵貯蔵

施設設置助成事業、製氷施設機能強化事業及

び化学消防ポンプ自動車整備事業の終了等に

より、前年度比１５.５％の減となり、県支

出金については、県営三沢地区農村振興総合

整備事業費委託料の増額等によりまして、前

年度と比較して６.２％の増となりました。
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繰入金につきましては、平成２１年度の地

方交付税等の額が決まっていないことなどか

ら、現段階での財源不足額を減債基金繰入金

で賄うこととしたことから、前年度に比べま

して８６.５％の増といたしました。

諸収入につきましては、五川目地区公共施

設移転補償金の減額等により、前年度比２

４.４％の減といたしております。

また、市債については、臨時財政対策債の

増額及び以前に借り入れした事業債の借りか

え等よりまして、前年度比５２.１％の増と

なったところであります。

以上が、平成２１年度三沢市一般会計予算

の概要であります。

次に、議案第２号から議案第１１号まで

は、平成２１年度各特別会計等の予算であり

ます。内容等につきましては、御審議の際に

詳細に御説明申し上げます。

次に、議案第１２号は、平成２０年度三沢

市一般会計補正予算（第４号）についてであ

りますが、公債費負担適正化のための長期債

元金繰上償還費の予算措置及び国庫補助金の

決定通知などに基づく事業費の調整並びに緊

要な一般行政経費の補正であります。

この結果、補正総額は、歳入歳出ともに２

億１,１８０万円の減額補正で、既定額との

累計では１９５億８,３５０万円となり、前

年度最終予算額との比較では、３億１,５８

０万円、１.６％の増であります。

次に、議案第１３号から議案第２０号まで

は、平成２０年度各特別会計等の補正予算で

あります。内容につきましては、御審議の際

に詳細に御説明申し上げます。

次に、議案第２１号から議案第３３号まで

は、行政運営上必要な条例の制定及び条例の

一部を改正する条例の制定についてでありま

す。

次に、議案第３４号は、配水管漏水事故に

係る損害賠償の額の決定についてでありま

す。

議案第３５号は、青森県新産業都市建設事

業団に委託すべき事業に関する計画の一部変

更についてであります。

議案第３６号及び議案第３７号は、市道の

路線の廃止及び認定についてであります。

以上、平成２１度における市政運営に対す

る所信の一端を申し上げるとともに、提案い

たしました議案の主なるものについて、その

概要を御説明申し上げましたが、議事の進行

に伴い、本職及び各部長等から詳細に御説明

申し上げたいと存じます。何とぞよろしくお

願いを申し上げまして、終わりたいと思いま

す。

よろしくお願い申し上げます。

─────────────────

◎日程第４３ 議案の説明

お諮りします。○議長（馬場騎一君）

ただいま一括上程しました全議案に対する

当局の議案説明は、会議規則第３７条第２項

の規定により省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案の説明は、省略します。

─────────────────

◎日程第４４ 総括質疑

日程第４４ 一括上○議長（馬場騎一君）

程しました全議案に対して総括質疑を行いま

すが、通告がありませんので、総括質疑を終

結します。

─────────────────

◎日程第４５ 特別委員会の設置及

び議案の付託

日程第４５ 特別委○議長（馬場騎一君）

員会の設置及び議案の付託を行います。

お諮りします。

ただいま一括上程しました議案の審議に当

たりましては、１８名をもって構成する予算

審査特別委員会、９名をもって構成する補正

予算審査特別委員会、９名をもって構成する

条例等審査特別委員会をそれぞれ設置し、こ

れに付託の上、慎重に行いたいと思います。

これに御異議ありませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、予算審査特別委員会、定数１８

名、補正予算審査特別委員会、定数９名、条

例等審査特別委員会、定数９名の３特別委員

会を設置し、これに付託することに決しまし

た。

それでは、議案の付託を行います。

予算審査特別委員会には、議案第１号から

議案第１１号までの１１件を、補正予算審査

特別委員会には、議案第１２号から議案第２

０号までの９件を、条例等審査特別委員会に

は、議案第２１号から議案第３７号までの１

７件を、それぞれ付託します。

─────────────────

◎日程第４６ 特別委員会委員の選

任

日程第４６ 特別委○議長（馬場騎一君）

員会委員の選任を行います。

お諮りします。

ただいま設置されました３特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第８条第１

項の規定により、お手元に配付しております

特別委員会委員及び付託議案一覧表のとおり

指名したいと思います。これに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、特別委員会の委員は、一覧表のと

おり選任することに決しました。

なお、特別委員会委員の方々は、本日散会

後、委員長、副委員長をそれぞれ互選して、

議長まで報告願います。

また、ただいま設置されました各特別委員

会の組織会は、はじめに、予算審査特別委員

会を大会議室において開催し、引き続き、補

正予算審査特別委員会を大会議室、条例等審

査特別委員会を第２会議室において、それぞ

れお願いいたします。

─────────────────

◎日程第４７ 議員提出議案第１号

日程第４７ 議員提○議長（馬場騎一君）

出議案第１号を議題とします。

提案理由の説明を願います。

１８番堤喜一郎議員の登壇を願います。

議員提出議案第○１８番（堤 喜一郎君）

１号三沢市議会委員会条例の一部を改正する

条例の制定について、その提案理由を御説明

申し上げます。

平成２１年度市行政機構の改正に伴い、総

務文教常任委員会の所管事項を改めるため提

案するものです。

なお、詳細につきましては、議案書に記載

のとおりであります。

議員各位の御賛同をよろしくお願い申し上

げます。

お諮りします。○議長（馬場騎一君）

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第２項の規定により委

員会付託を省略し、本会議審議にしたいと思

います。これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め、○議長（馬場騎一君）

委員会付託を省略します。

質疑、討論をあわせて行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑、討論を終結し○議長（馬場騎一君）

ます。

それでは、採決します。

議員提出議案第１号は、原案のとおり決す

ることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め、○議長（馬場騎一君）

議員提出議案第１号三沢市議会委員会条例の

一部を改正する条例の制定については、原案

のとおり決しました。

─────────────────

◎日程第４８ 請願第１号

日程第４８ 請願第○議長（馬場騎一君）

１号を議題とします。

お諮りします。

この請願は、請願文書表のとおり、産業建
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設常任委員会に付託したいと思います。これ

に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、請願第１号上久保小学校周辺の道

路拡幅整備に関する意見書提出を求める請願

は、産業建設常任委員会に付託することに決

しました。

─────────────────

以上で、本日の日程○議長（馬場騎一君）

は終了しました。

なお、明１０日及び１１日は、議案熟考の

ため、本会議は休会となります。

次回本会議は１２日で、市政に対する一般

質問を行います。

本日は、これをもって散会します。

午前１０時３８分 散会


